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学生の社会的意識に対する地域貢献活動の影響

一 大手前短期大学FD委 員会研究報告 一

和 田珠子,藤 本幹也, 野坂純子,山 田洋子
(大手前短期大学FD委 員会)

要 旨

大手前短期大学FD委 員会では、本学学生の社会人基礎力の育成を目指 し、2011年

度か ら試験的に種々の地域貢献活動に学生 を参加 させてきた。その中で、具体的な活

動 内容の説明を受けた上で 自発的に参加の意思表示 をした学生に対 し、活動の前後 に

質問紙調査 を行 ない、地域貢献活動が学生の社会的活動や職業に対する意識に及ぼす

影響について検討 した。

調査の結果、地域貢献活動 に参加 した学生の多 くは、初めて体験すること、自信の

ない ことへの不安を感 じつつ も活動に向かい、その中で社会人 とコミュニケーション

をし、成果 を上げる という経験 をしていることがわかった。さらに、自分の能力や短

期大学での学習成果が社会で役立つ ことを実感 し、達成感や自信 を得た学生 も多かっ

た。

これ らのことか ら、地域貢献活動を通 して、多 くの学生は社会 における自分の適性

を認識 し、自己のキャリア形成への意欲 を向上させ ていることが明 らかになった。

キーワー ド:社 会的意識、社会貢献、ボランティア、教育効果、社会人基礎力

1.は じめ に

本学では、近年学生の多様化が進む中で、教育の質の向上を目指 して様 々な取 り組

みを行 っている。その うち、大手前短期大学FD委 員会(以 下、当委員会)で は、学

生の社会人基礎力の育成 に重点 を置いたプロジェク ト・ベース ド・ラーニ ング(PBL)

型課外学習の推進を試みている。 中で も、特に地域の教育力 を重視 し、地域 と連携 し

て学生の能力を引 き出す ことのできるプロジェク トを模索 して きた。今の本学学生 に
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とって必要な教育 とは、正課内での学 びだけではない と考えるか らである。

現代の学生の特徴 として 「自己中心占劉 「主体性がな調 などと言われるが、その

根底 にあるのは心理的に幼い とい うことではないだろ うか。本学の学生 を見 ていて

も、その ように感 じる機会は少な くない。個人的な観察だが、失敗や挫折の経験が少

な く、他者 との関わ りも少ない。 また、それ らの可能性のあることを避け、 自分のよ

く知る小 さな社会か ら外へ出ようとしない傾向 も感 じられる。当委員会では、このよ

うな学生の心理的成長 を促 し、社会人基礎力を伸ばすには、まず学生が地域社会 と関

わる機会 を増やす ことではないかと考 え、2011年 度よ り継続 して近隣地域の公的施設

や団体、企業 と協定を結 び、種々の地域貢献活動に学生を参加 させている。

具体的には、①伊丹市立障害者福祉セ ンター(通 称 「アイ愛セ ンター」)で のサポー

ト活動、②伊丹市立 こば と保育所でのサポー ト活動、③JR駅(尼 崎駅 または猪名寺

駅)構 内展示制作活動、④猪名川 ・藻川の清流復元 フォー ラムー水辺 まつ り実行委員

会における企画運営への参加、の4つ である。活動の選定基準 としては、学生が地域

の社会人 となるべ く多 く接触 し、コミュニケーションをとる必要性が高い活動内容で

あることと、学生の活動が単 なる労働奉仕ではなく社会貢献 となることを必須条件 と

し、公益性 を重視 した。

本稿では、 これ らの地域貢献活動の実践 により、学生の社会的活動や職業に対する

意識に どのような変化が見 られたかを検討する。

2.調 査概要

本学では、2011年 度 より掲示物や在学生お よび新入生オリエ ンテーション等の機会

を利用 して、地域貢献活動について全学生 に告知 し参加 を呼びかけている。興味のあ

る学生は説明会 に参加 し、詳細な説明を聞いた上で参加の意思表示を した者のみが登

録するシステムである。

2011年 度か ら2013年 度の3年 間、地域貢献活動への参加登録 をした学生を対象 に、

質問紙調査を行 った。年度毎に、活動 に参加 する前の説明会 で1回 目の調査(以 下

「活動前の調査」)を 、活動に参加 した後の報告会で2回 目の調査(以 下 「活動後の調

査」)を 行った。質問項 目は、過去お よび現在の社会的活動歴 と、社会活動や職業 に

対する意識 に関する ものとし、活動前の調査では活動に当たっての意識 を、活動後の

調査で は活動 に対する振 り返 りを尋ね る項 目を加えた。回答者の属性 に関する質 問

は、年齢、性別、同居家族の有無、の3項 目とした。

本研究では3年 間の調査結果を合わせ て集計 した。活動前の調査の回答者数は74、

活動後の調査の回答者数 は60で 、一方 しか回答 していない学生 も含めた全 回答者数は
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88で あった。男女比 は男性7%、 女性93%、 同居家族 は有 りが80%、 無 しが20%で

あった。

3.結 果と考察

3-1学 生の社会的活動歴と現状

地域貢献活動 に参加 しようという意欲のある学生が、過去お よび現在にわた りどの

ような社会的活動を行っているかを知 ることは、今後の地域貢献活動の方針を定める

ために重要である。また、地域貢献活動は正課外の時間に行 うため、学生が余暇に何

をしているかを把握することも必要である。そこで、 まず、学生の余暇の使い方 を複

数回答で調べた結果 を図1に 示す。

最 も多かったのが 「アルバイ ト」で、「友人 とのつ きあい」「趣味」「インターネッ ト、

携帯」 と続いた。活動前 に比べ て活動後 に減少 したのは 「家族 との団簗」「友人 との

つ きあい」「テ レビ ・新聞 ・雑誌」の3項 目で、それ以外 は増加 した。特 に 「趣味」

と 「スポーッ」が増加 していた。学生時代 は、家族や友人 といったそれ まで過ごして

きた小 さな社会か ら外へ と出て行 く時間が飛躍的に多 くなる時期であるが、余暇の使

い方に もその傾向が見 られるようだ。

なお、「ボランティア活動」は非常 に少な く、余暇を自発的にボラ ンテ ィア活動 に

当てている学生はほ とんどいないことがわかった。

ono

図1

20%40%

選択率

余 暇の使 い方
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図2過 去の社会活動歴

次 に、過去のボランテ ィア等の社会 的活動経験 の有無 を尋 ねたところ、経験者が

80%、 未経験者 は20%で あった。

図2に 示す とお り、経験者の活動内容 としては、清掃 ・美化 ・緑化活動が最 も多 く

53%、 次いで地域の祭 り等のイベ ント運営 ・協力が38%、 スポーツ活動18%、 福祉活

動16%、 防犯 ・防災 ・交通安全活動が7%、 文化 ・芸術活動が5%で あった。社会的

活動の経験者の割合が高いのは、小 ・中 ・高等学校の教育の中でボランティア活動が

取 り入れ られてい る場合が多いため と推察 される。荒川 らも、大学入学前のボラン

ティア経験者は78%で あ り、そのうちの32%が 小 ・中 ・高等学校の授業の一環 として
5)

ボランティア活動に参加 したことを報告 している。

ただ し、今回の結果は地域貢献活動 に参加の意思表示 をした学生のみの回答か ら得

たものであるため、本学の学生全体が同様の社会的活動経験 を持つ とは限 らない。こ

の点については、今後機会があれば学生全体にボランティア経験の有無 を聞き、結果

を比較検討 したい。

3-2社 会的活動に対する意識とその変化

ここでは、本学で行った地域貢献活動に対 して、学生が どの ような意識 を持 って参

加 し、また活動後に どのような変化が見 られたか を検討する。

(1)参 加の実態と動機

まず、活動内容ごとに学生の参加状況 をまとめた(表1)。

欠席理由として多かったのは 「体調不良」「急な用事」等であった。急用の中には、
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表1地 域 貢献 活動 の参 加率 注1)によ る分 布 注2)(%)

参加率

内容
全回参加 8割 以上 5～7割 半分以下 途中辞退

障害者施設サポー ト 25 0 0 38 38

保育所サポー ト 50 39 4 7 0

JR駅 構内展示制作 0 35 40 15 10

水辺 まつ り 24 19 33 14 10

注1)表 中の 「参加率」とは、学生 自身が事前に参加すると申し出た日程 のうち、実際

に参加 した日数の割合 を示す。従って、同じ参加率の学生であっても、実際に参

加 した回数は異なる場合がある。

注2)例 えば障害者施設サポー ト活動 に参加 した学生のうち、全 回参加 した者が25%、

半分以下の参加だった者および途中で辞退 した者が各38%を 占めたことを意味す

る。

アルバ イ トが急 に入った とい う理 由 も複数見 られた。様々な経済環境 にあ る学生 に

とって、事前に地域貢献活動の予定を入れていて も、アルバ イ トが優先 される場合 も

あることがわかった。計画の段階で も予想 はしていたが、 この点については十分に活

動先 とも話 し合い、対策を準備す ることが重要である。

地域貢献活動 開始前に 「参加の動機」 を、活動後 に 「参加 して感 じた こと」を複数

回答で尋ねたところ、表2の ようになった。

参加の動機の中で最 も選択率が高かったのは、「新 しいことに挑戦 したい」であっ

た。活動前の調査時期が、新学年が始まって問 もない時期であったことが一因 と考え

られる。特 に一年次生の場合、新 しい環境で何か新 しいことに挑戦 したいという若者

らしい期待 が強いのではないか と推察 される。次に選択率が高かったのは 「楽 しそ

表2地 域貢献活動への参加動機および活動後の感想

参加の動機(活 動前)
選択率

(%)
活動に対する感想(活 動後)

選択率

(%)

人の役に立ちたい 31 人の役に立てた
1

28

好 き(得 意)な ことだか ら 16 好き(得 意)な ことが活用できた
1

10

新 しいことに挑戦したい 53 新しいことに挑戦できた
1

37

新 しい仲間や知 り合いができる 18 新しい仲間や知 り合いがで きた
1

35

楽 しそ う 47 楽しかった
1

60

就職活動に有利になりそ う 31
就職活動で話せる(書 ける)内 容ができた

1

18

社会や仕事(職 業)に ついて知る機会になった
1

17

単位がもらえる 24 自信がついた
1

10

時間がある 19 自分が成長 した(変 わった)
1

18

友達や先生 に誘われたから 19 負担が大 きかった 10

注)太 字の項 目は、活動の前後の調査で対応 しているもの。
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う」で、学生にとっては楽 しい と思えることがモチベーシ ョンと関係が深い ことが伺

える。また、「人の役に立ちたい」と 「就職活動に有利 にな りそう」がいずれも31%で 、

3番 目に選択率が高かった。ボランティア活動 は、本来 「他者のため」に行われる も

のであるが、近年では、 ボランティア個人の生 きがいや自己実現、新 しい経験や知識
6)

の習得な ど、「自分 のため」の活動 という側面 もあることが論 じられてい る。本研究

において も、「人の役 に立ちたい」 とい う他者志 向的な動機 ももちろん存在するが、

上述 した 「新 しい ことに挑戦 したい」「楽 しそ う」「就職活動 に有利にな りそ う」のほ

か、「単位が もらえる」「新 しい仲 間や知 り合いがで きる」 といった自己志 向的な動機

が多 く混在することが明 らかになった。

一方、活動後の感想は、選択率が高か った順 に 「楽 しか った」「新 しいことに挑戦

できた」「新 しい仲間や知 り合いがで きた」「人の役 に立てた」 とな り、参加の動機 と

は順位が異 なる結果となった。活動前の参加の動機 と、活動後の感想の間で対応する

項 目(表2の 太字の項 目)の 選択率 を比較す ると、「新 しいことへの挑戦」や 「好 き(得

意)な ことの活用」 は活動前 より後の方が減少 したのに対 し、活動後 に大 き く増加 し

たのが 「楽 しかった」「新 しい仲 間や知 り合いがで きた」であった。

(2)不 安とその解消

活動前 の調査で は、地域貢献活動 に対す る不安 は 「ほとん どない」が5%、 「あま

りない」が47%に 対 し、「少 しある」が39%、 「かな りある」が7%と 、不安を感 じて

いる学生が半数近 くいた。活動後の調査で も、活動前に不安 なことがあったかを振 り

返 って尋ねたが、「ほとんどなかった」が12%、 「あま りなかった」が33%、 「少 しあっ

た」が42%、 「かな りあった」が13%と なった。調査対象者のほとん どが、本学での

地域貢献活動に参加するのは初めてだったため、不安を感 じた学生 も多かった と考 え

られる。活動前の不安の内容 は、「自分 にで きるのか」が最 も多 く、不安を感 じた学

生の76%、 「人間関係」が50%、 「友達 と一緒 でないと不安」が21%、 「その他」が3%

であった。 しか し、活動後の調査で不安が どうなったかを尋ねたところ、「不安が な

くなった ・減った」が82%と 、大半の学生が不安 を解

不繋 く 消で きていることが明 らカ・にな
った(図3)。

変わ 不安の内容か ら見 ても、実際に活動 を開始すれば自

特 に、社会経験の乏 しい学生 にとっては、今回の よう

な経験、すなわち、地域 貢献活動 とい う一つの プロ

ジェク トに直面 して自信の無 さや人問関係構築 に対す

る不安 を感 じつつ も、そのス トレスに耐えて努力 した

図3不 安の変化 結果、プロジェク トが無事終了 したとい う経験、およ
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び自分の役割を果たせたという達成感は、本人の 自信 とな り、人間的な成長を促す も

のと考える。

ただ し、「不安な状態は変わらなかった」「不安が強 くなった」 との回答がそれぞれ

9%あ った(図3)。 自然 には解消 しない不安 を抱 えていた り、活動先で何 らかの問

題が生 じた学生もいた可能性がある。従って、地域貢献活動 を単 なる労働奉仕 に終 わ

らせ るのではな く、PBL型 課外学習の 目的である学生 の人間的成長 という成果を得

るためには、活動開始の段階は もとよ り、全期 間にわたって学生の状態 をよく観察 し、

不安を感 じている学生 を把握 して、適切に、 また きめ細か く対応することが重要であ

る。そのためには、教員 だけでな く、地域貢献活動の実務的マネージメン ト、学生対

応 などに継続 して当たる常駐職員の役割が非常 に大 きい。近年、多 くの大学で地域 に

関す る窓口として地域連携 セ ンターが作 られ、 プロジェク トの経過 を熟知 し、学外、

学 内のいずれに対 して も継続的に窓口 となる専 門職員が置かれているの も、そういっ

たスタッフの重要性が認め られているか らであろう。本学 でも地域貢献活動 をPBL

型課外学習の一つ として位置付け、今後 も継続、推進 してい くためには、同様の拠点

を学内に設置することが必要 と考 えられる。

活動前の調査 において、活動に当たっての現在の気持 ちに最 も近い ものを尋ねたと

ころ、最 も多かったのが 「頑張 りたい」で50%、 続いて 「楽 しみだ」が30%と 、 この

2項 目で80%を 占め、「役 に立ちたい」「自分が成長で きる」を含 めると84%が 肯定的、

積極的な気持ちで活動に向かっていたことが明 らかになった。なお、先に述べた よう

に、活動前 に不安を感 じていた学生が約半数いたに も関わらず、活動前の気持 ちに最

も近い ものとして 「不安」を選択 したのは4%に 過 ぎなかった。不安 もあるが前向き

な気持 ちの方が強い学生が多い ことが見て取れる。

学生が地域貢献活動に対する気持ちや出来事 を周 囲の他者 とどの程度共有 している

かを複数回答で尋ねた結果を、表3に 示す。

活動前後で共有の相手の順位は変 わらず、最 も多 い共有 の相手は 「家族」、次に多

いの が 「一 緒 に参加 す る友 人」で

あった。「誰 に も話 してい ない」者

は少な く、ほとんどの学生が周囲の

誰かに地域貢献活動 に関することを

話 していることがわかった。自分の

経験 を普段 か ら周囲の他者 と共有

し、困ったときには相談する といっ

たことは、社会人 として基本的な行

動であるが、今 回の活動 に参加 しア

表3地 域貢献活動に対する気持ちや出来事の

共有の状態

共有の相手
選択率(%)

活動前 活動中～後

家族 51 58

一緒に参加する友人 49 47

参加 しない友人 15 20

その他の人 0 2

誰 にも話 していない 5 12

47



大手前短期大学研 究集録 第34号(2014)

ンケー トに回答 した学生の多 くはその ような行動が取れていると考 えられる。 また、

共有の相手として 「一緒 に参加す る友人」 を挙 げた学生が約半数 に上 ったが、経験 を

共有する仲 間同士で気持 ちや出来事を話 し合っていることか ら、自然 な形で ピア ・サ

ポー トがで きてお り、不安の解消 に役立っているのではないか と推察される。

(3)社 会的活動への意欲

活動後の調査で、本学の地域貢献活動に対する今後の意欲 を尋ねた結果 を図4に 示

す。

「積極的に参加 したい」が27%、 「参加 してもよい」が55%で 、80%以 上の学生が意

欲的な態度を示 していた。 しか し 「参加 した くない」 も16%あ ったことか ら、今後 は

その理 由を検討 し、一度参加 した学生全員が また参加 したい と思 えるようなものに し

てい きたい。

また、「積極的に参加 したい」お よび 「参加 して もよい」 と回答 した学生に、再度

参加 したい活動 は今 回と同 じものか違 うものかを尋 ねた結果が図5で ある。「同 じも

の」を選 んだ学生が45%お り、「どち らで も良い」 を加 えると61%が 、 自分が今 回参

加 した活動 に満足 した と考え られる。 なお、質問紙上 は 「同 じもの」 と 「違 うもの」

の2選 択肢 とし、両方 を選択 した者を 「どちらで も良い」 として分類 したが、 どち ら

も選択 していない者が27%に 上ったため、この設問については選択肢 を改善 したい。

さらに、本学での地域貢献活動 を経験 した学生は社会貢献活動全般 に対する意識が

どの ような状態にあるのかを知るため、最 も身近で取 り組みやすい と考え られる、居

住 地域 にお ける社会貢献活動に対す る意欲 を尋ね たところ、図6の ようになった。

「積極 的に探 して参加 したい」学生 は5%と 少ないが、「興味のあるものがあれば参加

ロ積極的に参加したい

ロ参加してもよい

■参加したくない

mそ の他

図4大 手前短期大学の地域貢献活動に

対する今後の意欲
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図6居 住地域での社会貢献活動に対する意欲

してもよい」「家族や友人が一緒 なら参加 したい」 といった、消極 的ではあるが一定

の主体的な参加意識が見 られる学生が82%に 上 った。「誘 われた ら参加 して もよい」

という受動的な参加意識の学生が10%、 「参加 した くない」学生 は3%で あった。図

2に 示 したように、過去 に社会貢献活動の経験がなかった学生が20%い たことを考え

ると、本学での地域貢献活動 を契機に社会活動 に対する意識が高まる傾向があるので

はないだろうか。

3-3職 業に対する意識 とその変化

(1)初 対面や異世代の人とのコミュニケーション

最近の一般的傾向 として、地域の コミュニティとの関係が希薄にな り、家族以外の

大人 との コミュニケー ションに慣れていない学生が増加 している。本研究の 目的の一

つは、地域貢献活動 を通 して地域の社会人との接触機会を増やす ことにより、初対面

の人や世代の異なる人 との コミュニケー ション能力を伸 ばすことが可能かどうか を調

べ ることである。

まず、活動前後の調査 において、初対面の大人への対応を尋ねたところ、表4の よ

うな結果 となった。

表の上か ら下に向かって、消極的な対応か ら積極的な対応へ5段 階に分 けた。 どの

対応をする学生が どれ ぐらいいるかの分布 を見ると、活動前後に関わ らず、3段 階 目

表4初 対面の大人への対応の分布

対応の内容
選択率(%)

活動前 活動後

なるべ く目を合わさない 0 8

目が合った ら挨拶や 目礼をするが会話はしない 11 10

話 しかけられた ら答えるが、それ以上は話さない 42 38

話 しかけられた ら、それをきっかけに会話する 41 35

様子 を見て 自分から話 しかける 7 8
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の 「話 しかけられた ら答 えるが、それ以上 は話さない」が最 も多かった。 また、4段

階目の 「話 しかけられた ら、それをきっかけに会話する」が次に多 く、 この2項 目で

70～80%を 占めた。このことか ら、初対面の大人 ともある程度話 はするが、そこには

「話 しかけられたら」 という条件があって、 自分から積極的に話 しかけることは まだ

難 しい という学生の現状が見て取れる。 また今 回の調査では、活動前 と後で大 きな傾

向の変化は観察されず、初対面の大人への接 し方に変化 をもた らすには、数か月程度

の地域貢献活動では不足 なのではないか と考え られる。

なお、「なるべ く目を合わさない」を選択 した者が、活動前 はいなかったのに対 し、

活動後 は8%に なっているが、 この理 由は特定で きていない。ただ、活動後の調査の

時期には、活動 に関わる教職員にも慣れ、一緒 に参加 した仲 間と共にいる場で リラッ

クス して回答 したのに対 し、活動前の調査では、学生 も初対面の人が大勢 いる中で緊

張 してお り、活動を前に してマイナスイメージな回答を無意識に避ける傾 向があった

可能性 もあると考えている。

(2)職 業を知ることと就職への意識

就職や職業に対する学生の意識 を調べるため、 まず、活動前の調査の時点で具体的

に知 っている職業の有無 を尋ねたところ、「無い」が57%、 「有る」が41%で あった。

具体的に知 っている職業 として挙がったのは、飲食店や ファス トフー ド店、コンビニ、

スーパーな どの接客業が多 く、ホームヘルパーや保育士 なども少数存在 した。具体的

に知 っている職業が 「有る」 と回答 した学生がその職業を知った経緯は、「アルバ イ

トなどの 自己体験」が70%、 「その仕事 をしている人に直接聞いた」と「自分で調べた」

がそれぞれ20%で あった。さ らに、その職業へ の就職を 「希望する」者 は17%、 「希

望 しない」者が40%、 「まだわか らない」が37%で あった。

ここで、自分が具体的に知っている職業への就職 を希望する者の うち、その職業 を

自己体験で知った者 は20%に 過 ぎず、80%は その職業を自分で調べて知ったと回答 し

てお り、具体 的には、ホームヘルパー、医療事務、パテ ィシエ、声優 などであった。

一方、その職業への就職 を希望 しない者の92%は 自己体験でその職業 を知 った と回答

していた。

逆に、職業を知った経緯別に就職希望の割合 を見 ると、自己体験で知 った者のうち、

就職を希望する者は4%、 希望 しない者が50%だ ったのに対 し、 自分で調べて知った

者では、就職を希望する者が67%、 希望 しない者はいなかった。

自己体験のほとん どがアルバイ トであることか ら、学生アルバ イ トに任 されるよう

な仕事 に卒業後 も就 きたい と考える学生は少 ない とい うことが明 らかになった。一

方、「自分で調べた」 と回答 した学生の中 には、 自己体験のある者はお らず、ある職

業 に就 きたいとい う希望や興味が先にあって、その職業の ことを自分で調べた ものと
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推測 される。 この ような学生 には、イ ンターンシップや実際にその職に就いている人

に話を聞 く機会等を通 じて、学生 自身が思 い描いているイメージを実際の仕事 にでき

るだけ近づ けてお くことが、その後の就職活動や入社後の離職抑止に役立つのではな

いかと考 えられる。そのために も、学生が様 々な仕事を している社会人 と知 り合い、

実際の仕事の話を聞 く機会を得 られる地域貢献活動の意義は大 きい。

一方、活動後の調査 において、活動 を通 じて知った職業の有無 を尋ねたところ、「無

い」が72%、 「有 る」が28%で あった。具体的に挙が った職業 は保育士がほとんどで、

他 にJR職 員、介護、消 防の仕事があった。その職業への就職 を 「希望す る」者は6

%、 「希望 しない」者 は47%、 「まだわか らない」者 が41%で あった。「希望 しない」

が多いのは、活動を通 じて知 ったとして挙がった職業の多 くが保育士で、本学の学生

の就職志向とは異なっていたためではないか と考え られる。また、短い活動期 間の中

ではその仕事の大変 さが強調 されて見 え、や りがいや面白さまでは感 じ取れていない

学生が多いのかもしれない。

(3)社 会人との関係の広がり

次に、社会人の知人の数について調べた結果が表5で ある。

活動前の時点では、祖父母やいとこなどの親戚や、独立 した兄弟姉妹 も含めて社会

人の知人 としたため、「いない」 と回答 したのは11%で あった。 これに対 し、活動 を

通 じて知 り合った社会人は 「いない」が68%と なった。活動の中で必ず人と挨拶 した

り話 した りする機会はあるので、質問紙の 「知 り合い」という言葉を どの程度の親 し

さと捉 えたかに個人差があったのではないか と考え られる。この点については、今後

質問方法 を改善 したい。

さらに、学生とその社会人の知人 との関係性 を知 るため、社会人の知人がいると回

答 した学生 に対 し、その人 と話す内容(複 数回答)と 敬語の使用(単 一回答)に つい

て尋ねた。知人が複数いる場合は、最 もよく話す人について答えてもらった。結果 を

図7に 示す。

「活動前の知人」は、親戚や近所の人な ど親 しい人、知 り合 ってか ら長い年月が経 っ

ている人 も含 まれるため、敬語 を使 う率が低 く、話す内容 も多岐にわた り、仕事、人

表5社 会人の知人の数による分布

活動前の知人
選択率

(%)
活動で知 り合った人

選択率

(%)

10人 以 上 5 10人 以 上 2

5～9人 28 5～9人 10

1～4人 55 1～4人 20

いな い 11 いな い 68
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ー敬語
の
使
用

間関係、悩みや相談 など個人的な話 をす る率が高かった。 これに対 し、「活動で知 り

合 った人」 に対 しては、敬語 を使 う率が高 く、話す内容 も当た り障 りのない世間話が

突 出して多 く、全体的に個人的要素の強い話をする率は低かった。 これは、知 り合 っ

てか ら時間があま り経っていないことと、知 り合ったのが地域貢献活動 とい う公的な

場であることが関係 している と思 われる。なお、活動で知 り合った人 と話す内容 とし

て 「その他」の選択率が16%と 高かったが、 この うち11%は 地域貢献活動 に関するこ

ととの内容記述があったことを補足する。

さらに、活動で知 り合 った人 とその後 も話す機会があるか どうかを尋ねたところ、

「よくある」が11%、 「時々ある」、「あま りない」、「全 くない」がそれぞれ26%で あっ

た。活動終了後 も話す機会が継続 しているケースでは、学生にとって新 しい人間関係

の広が りが期待 される。今後、 この ようなケース を増やすためにも、活動終了後 も話

す機会 を継続 させている要因を探 りたい。

(4)職 業および自分の将来に対する意識の高まり

学生が職業について知 る上で、家族や上述の社会人の知人 は、貴重な 「生 き字引」

である。 こういった身近な社 会人か ら実際の仕事 の話 をどの程度聞いているのかを、

活動前の調査において調べた結果が図8で ある。

家族や知人か ら仕事の話を聞いてい る学生は 「よくある」「時々ある」を合わせ て

58%に 上った。一方、仕事の話 を聞いた経験が 「全 くない」学生が7%存 在 した。ま

た、 自分の将来について家族 と話す機会が どの程度あるかを尋ねると、図9に 示すよ
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図8家 族や知人から仕事の話を聞いた経験 図9自 分の将来について家族と話す機会

うに、「よくある」「時々ある」 を合わせて78%

となった。将来について家族 と話す機会が 「全

くない」学生はいなかった。このことか ら、学

生 自身の将来の希望やそれについての家族の意

見 などは家庭内で話 されているが、身近な大人

か ら職業観や実際の仕事上の出来事、思い等を

聞 く機会は比較的少 ないのではないか と推察 さ

れる。親 を始めとして大人の側 も、身近にいる

表6職 業や将来に対する意識の変化

考える機会の増減
選択率

(%)

とても増 えた 8

少 し増えた 42

変わらない 48

少 し減った 0

とて も減 った 0

若者、学生、子供たちに対 して、機会 を見つけては自分の仕事や社会 に関する話 をす

る心がけが必要ではないだろうか。

また、活動後の調査において、職業や 自分の将来について考えた り、家族や知人と

話す ことが増えたか どうかを尋ねた結果 を表6に 示す。

活動前 と比べて 「変 わらない」学生が最 も多 く48%を 占めたが、先に述べたように、

元 々自分の将来について家族 と話す機会 を持っている学生が多いため、大 きな変化が

ない学生 も多かったのではないかと考 えられる。職業や自分の将来について考える機

会が 「減った」学生はなく、「少 し増 えた」と 「とても増 えた」を合 わせ ると50%に 上 っ

た。

地域貢献活動 に参加す ることで、職業や自分の将来に対する意識が高 まることが明

らか となった。

4.ま とめ

地域貢献活動 に参加 した学生の多 くは、初めて体験すること、 自信のない ことへの

不安を感 じつつも活動に向かい、その中で社会人 とコミュニケーシ ョンをし、成果 を

上 げる という経験を していることがわかった。自由に記述 させた地域貢献活動 につい
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ての感想や意見の中にも、「良い経験になった」「た くさんの人 と出会えた」 とい う記

述が数多 く見 られた。 さらに、 自分の能力や短期大学での学習成果が社会で役立つこ

とを実感 し、達成感や 自信を得た学生 も多かった。

これ らのことか ら、地域貢献活動を通 して、多 くの学生は社会における自分の適性

を認識 し、自己のキャリア形成への意欲 を向上させ ていることが明 らかになった。た

だ し、本稿 における調査対象者 は自発 的に参加 の意思 を表明 した学生 に限 られてお

り、小 ・中 ・高等学校で授業の一環 として行 うボランティア活動の ように全学生に地

域貢献活動 を義務付 けたとして も、全ての学生に一様に社会的意識の向上 をもた らす

とは言えない。今後 は、いかに して 「自発 的に」参加 したい と思 う学生 を増やすか、

また、地域貢献活動 に参加 している学生 をきめ細か く把握 し指導する態勢 をいかに整

備するか、の2点 が大 きな課題 となろう。
7)

また、内閣府の調査に よると、学生が仕事 を選ぶ理由は、「安定 していて長 く続 け

られる」が最 も多いが、一方で 「自分の好 きなことができる」「多 くの人の役に立つ」

の割合が就業 している若者 より高 く、特に若い世代の学生ほ ど職業に対 して自己実現

を求める傾 向が強いことがわかっている。このことは、仕事あるいは就職が より身近

にな り、現実を知ってい く過程で、若者の意識 も職業に対 して より現実的な希望 を抱

くように変化 してい くことを示 している。職業に自己実現を求めることも大切である

が、それが強すぎると就職の段階でつまつ いた り、入社 して も早期に離職する といっ

た問題に もつなが る。実際に、上述の内閣府調査 においても、「自分の好 きなことが

できる」 を重視する率は、正規雇用の若者では39.7%な のに対 し、非正規雇用の若者

で43.1%、 無職(専 業主婦(夫)、 家事手伝 いを除 く)の 若者では50.0%と なってお り、

就業状態 との関連が示唆 されている。本学で実践 している地域貢献活動 も、仕事 を体

験する、あるいは職業を持つ人の話を聞 くという形で、学生の職業に対する意識 を実

社会の現実に近づけ、社会人への移行 を円滑にする役割も果たせ ると考えている。今

後 も継続 して多 くの学生 に参加 を呼びかけたい。
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社 会 的活 動 と職 業 意 識 に関 す る実 態 調査 ①

このアンケート調査は、学生の皆さんの社会的活動や職業意識の現状を知り、本学として学生の社会貢献活

動にどのように関わっていくべきかを考えるための研究を目的としています。結果はすべて統計的に処理し、
研究の目的以外に使用することはありませんので、ご協力をお願いします。

大手前短期大学FD委 員会

1当てはまるものに○をつけて下さい。( )内 は記入 して下 さい。1

F1最 初に、あなた自身についてお聞きします。

年齢()歳 性別(男 ・ 女)住 まい(ひ とり暮 らし ・ 家族 と同居)

F2あ なたが参加 した地域貢献活動はどれですか。(参 加のものすべてに○)

1障 害者施設のサポー ト2.保 育所のサポー ト3.JR駅 の展示制作4.水 辺まつ り

Q1あ なたはこれまでに地域に関わる活動をしたことがありますか。家族の手伝いや学校、クラブ活動などで

参加したものも含みます。(○ はいくつでも)

1.地 域の清掃や美化 ・緑化(ゴ ミ拾い、花壇作 りなど)2.文 化 ・芸術 ・伝統文化

3.地 域のイベン ト(お 祭り、バザーなど)の 運営 ・協力4.ス ポーツ(自 治会の運動会など)

5.地 域の防犯 ・防災 ・交通安全6.高 齢者や障害者に対する福祉活動

7.そ の他()8.地 域に関わる活動は したことがない

Q2あ なたは現在、余暇(授 業以外)の 時間 をどのように使っていますか。(主 なもの3つ まで○)

1.勉 強(資 格取得な ど含む)2.ク ラブ/サ ー クル活動3.ア ルバイ ト4.趣 味

5.テ レビ/新 聞/雑 誌を見る6.イ ンターネッ ト/携 帯7.ス ポーツ8.習 い事

9.友 人 とのっきあいio.家 族 との団らんll.ボ ランティア活動

12.そ の他()

Q3あ なたは、世代の違う初対面の人(親 世代以上の年齢の人な ど)と 同 じ場所にしば らく一緒にいることに

なった時、どうしますか。例えばバス停で同 じバスを待っている時などを想定 します。(○ は1つ だけ)

1.な るべ く目を合わ さないように(話 しかけられ ない ように)す る

2.目 が合ったら挨拶や 目礼(会 釈)を す るが、話 はしない

3.話 しかけられた ら答えるが、それ以上は話さない

4.話 しかけられた ら、それをきっかけに会話する

5.様 子 を見て白分か ら話しかけ る

Q4様 々な 「仕事(職 業)」 の中で、現在あなたが内容を具体的に知っているものはあ りますか。

1.あ る(そ の仕事は?)2.な い →05へ

i

Q5

Q6

あなたは、 自分の将来(進 路、就職など)に ついて家族と話す ことがありますか。

1.よ くある2.時 々ある3.あ ま りない4.全 くない

あなたには現在、家族や先生以外によく話をする社会人の知人はいますか。祖父母、独立 した兄弟姉妹、

Q7家 族や知人から、その人の仕事(な ぜその仕事に就 いたか、面白さ、苦労話など)に ついて話を聞いた こ

とはありますか。

1.よ くある2.時 々ある3.あ ま りない4.全 くない

Q8今 回、地域貢献活動に参加しようと思ったのはなぜですか。(主 なもの3つ までO)

1.人 の役に立ちたいか ら2.好 き(得 意)な ことだから

3.新 しい ことに挑戦 したいから4.新 しいイ1「1間や知 り合いができるか ら

5.就 職活動に有利 にな りそ うだか ら6.単 位 がもらえるか ら

7.時 間があるから8.楽 しそ うだから

9.友 達や先生に誘 われたから10.そ の他(

Q9今 回の地域貢献活動に参加す るにあたって、不安はありますか。

1.ほ とん どない2.あ ま りない3.少 しある4.か な りある

ii

)

010今 回の地域貢献活動について、家族や友人に話をしましたか。

1.家 族 に話 した2.緒 に参加す る友人に話 した3.参 加しない友人に話 した

4.そ の他の人()に 話 した5.誰 にも話 していない

Q11地 域貢献活動参加 にあたって、あなたの今の気持ちに最も近いのはどれですか。(○ は1つ だけ)

1.楽 しみだ2.頑 張りたい3.役 に、「/1ちたい4.不 安5.

7.自 分が成長できる8.そ の他(

Q12地 域貢献活動に対する意見 ・要望などがあれば自由に記入 して下 さい。

〔

自信がない6. 大変そ う

)

〕
ご協力ありが とうございま した。
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社 会 的活 動 と職 業 意 識 に関 す る実 態 調査 ②

このアンケート調査は、学生の皆さんの社会的活動や職業意識の現状を知り、本学として学生の社会貢献活

動にどのように関わっていくべきかを考えるための研究を目的としています。結果はすべて統計的に処理し、
研究の目的以外に使用することはありませんので、ご協力をお願いします。

大手前短期大学FD委 員会

1当てはまるものに○をつけて下さい。( )内 は記入 して下 さい。1

F1最 初に、あなた自身についてお聞きします。

年齢()歳 性別(男 ・ 女)住 まい(ひ とり暮 らし ・ 家族 と同居)

F2あ なたは当初の予定通 り活動に参加できま したか。参加 したものについて答えて下さい。

参加状況
活動

全同
出席

8割
以上

5～7割

程度
半分
以下

途中で
やめた

欠席(や めた)理 由

1.障害者施設
1.体調不 良2.急 用3.内 容が予想 と違った

4.そ の他()

2.保育所
1.体調不 良2.急 用3.内 容が予想 と違った

4.そ の他()

3.JR駅 展示 1.体調不 良2.急 用3.内 容が予想 と違った
4.そ の他()

4.水辺まっ り
1.体調不 良2.急 用3.内 容が予想 と違った

4.そ の他()

Q1今 回、地域貢献活動に参加してあなたはどう感 じましたか。(主 なもの3つ まで○)

1,人 の役に立てた2.好 き(得 意)な ことが活用できた

3,新 しいことに挑戦できた4.新 しい仲間や知 り合いができた

5.自 信がついた6.社 会や仕事(職 業)に ついて知る機会 になった

7.楽 しかった8.就 職活動で話せ る(書 ける)内 容ができた

9.自 分が成長 した(変 わった>10.負 担が大きかった→(精 神的 ・ 体力的 ・ 経済的>

11.そ の他()

Q2地 域貢献活動に参加する前 、心配(不 安)な ことはありましたか。

1.ほ とん どなかった2.あ まりなかった3.少 しあった4.か な りあった

ii

Q2で 「3.少 しあった」「4.か なりあった」と答えた人にお聞き します。

■活動に参加 して、心配だったことはどうな りましたか。

1.な くなった ・減 った2.心 配なのは変わらなかった 3.心 配(不 安)が 強くなった

Q3あ なたが暮らす町で地域貢献活動があれば、参加したいと思いますか。(○は1つ だけ)

1.積 極的に探 して参加 したい2.興 味のあるものがあれば参加 してもよい

3.家 族や友人が一緒な ら参加 したい4.誘 われた ら参加 してもよい

5.参 加 したくない6.そ の他(

Q4あ なたは現在、余暇(授 業以外)の 時間 をどのように使っていますか。(主 なもの3つ まで○)

)

1.勉 強(資 格取得な ど含む)

5.テ レビ/新 聞/雑 誌を見る

9.友 人 とのつきあい

12.そ の他(

2.ク ラブ/サ ー クル活動

6.イ ンターネッ ト/携 帯

10.家 族 との団らん

3.ア ルバイ ト4.趣 味

7.ス ポーツ8.習 い事

11.ボ ランティア活動

)

Q5あ なたは、世代の違 う初対面の人(親 世代以上の年齢の人など)と 同じ場所にしば らく一緒にいることに

なった時、 どうしますか。例 えばバス停で同 じバスを待っている時などを想定 します。(Oは1つ だけ)

1.な るべ く目を合わさないように(話 しかけ られないように〉す る

2.目 が合った ら挨拶や 目礼(会 釈〉をす るが、話はしない

3.話 しかけ られたら答えるが、それ以上は話 さない

4.話 しかけ られたら、それをきっかけに会話する

5.様 子 を見て 自分 から話 しかける

Q6今 回の地域貢献活動 を通 して、新たに具体的な内容を知った仕事(職 業)は あ りますか。

1.あ る(そ の仕事 は?)2.な い →07へ

i

Q6で 「1.あ る」と答えた人にお聞き します。

■あなたは将来その仕事に就 きたいと思 いますか。

1.思 う2.思 わない3.ま だわからない

Q7今 回の地域貢献活動を通 して、新たに知り合 った社会人はいますか。

1.大 勢い る(lo人 以上>2.い る(5～9人)3.少 しいる(1～4人)4.い ない ⇒Q8へ

iii

Q7で 「7.大 勢いる」「2.い る」「3,少 しいる」と答えた人にお聞き します。

今回知り合った社会人が複数いる場合は、最もよく話す人について答えて下さい。

■その人 とはどんな話をしますか。(○ はいくつでも)

1.世 間話2.仕 事の話3.身 の回 りの出来事4.家 族や友人、人間関係の話

5.自 分の感情や悩み、相談事6.そ の他()

■その人 とは敬語で話 しますか。

1,い つも敬語で話す2.敬 語 を使ったり使わなかった りするs.敬 語 は使わない

■地域貢献活動が終わってか らも、その人 と話す機会はありますか。

1,よ くある2,時 々ある3,あ ま りない4,全 くない

Q8地 域貢献活動に参加する前 と比べて、仕事(職 業)や 自分の将来(進 路、就職など)に ついて考えた り、

家族や知人 と話すことは増えま したか。

1.と ても増えた2.少 し増 えた3.変 わらない4.少 し減った5.と て も減った

Q9地 域貢献活動に参加 している時、その 日の出来事や感 じたことを人に話 しま したか。(○ はいくつで も)

1.家 族 に話 した2.緒 に参加 した友人に話 した3.参 加していない友人に話 した

4.そ の他の人()に 話 した5.誰 にも話 していない

010今 後また、本学で地域貢献活動の機会があればどうしますか。

1.積 極的に参加 したい→(1司 じもの ・ 違 うもの)2.参 加 してもよい→(1司 じもの ・違 うもの)

3.参 加 した くない4.そ の他()

Q11地 域貢献活動に参加 しての感想、今後についての意見、要望などがあれば自由に記入して下さい。

i
ご協力ありが とうございま した。
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